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ご契約のしおり－1

B5－038　下版　'24.11.07

特　徴

この特約を付加することにより、保険金等の支払方法を年金支払または据置支払から
選択することができます。

選択できる年金の種類・据置支払

確定年金
（年金支払
期間指定
型）

・指定された年金支払期間中、その年金支払期間
により定まる一定額の年金を、お支払します。
・年金支払期間中に年金受取人が死亡された場合
は、死亡一時金（年金支払期間の残存期間に対
する未払の年金額の現価）をお支払します。

年金支払期間
を指定

確定年金
（年金額指
定型）

・指定された年金額を、その年金額により定まる
年金支払期間中、お支払します。
・年金支払期間中に年金受取人が死亡された場合
は、死亡一時金（年金支払期間の残存期間に対
する未払の年金額の現価）をお支払します。

年金額を
指定

保証期間付
終身年金

・年金受取人が年金支払日に生存されている場
合、毎年の年金支払日に一定額の年金をお支払
します。
・保証期間中に年金受取人が死亡された場合は、
死亡一時金（保証期間の残存期間に対する未払
の年金額の現価）をお支払します。

一生涯
お支払保 証 期 間

保証期間付
夫婦連生
終身年金

・年金受取人またはその配偶者のいずれかが年金
支払日に生存されている場合、毎年の年金支払
日に一定額の年金をお支払します（以下「夫婦
年金」といいます）。
・保証期間中に年金受取人およびその配偶者のい
ずれもが死亡された場合は、死亡一時金（保証
期間の残存期間に対する未払の年金額の現価）
をお支払します。

夫婦いずれかが生存され
ている限りお支払

一生涯
お支払保 証 期 間

据置支払
・保険金等や解約返戻金の全部または一部を据え
置くことができます。据置期間満了の際に元金
と据置期間に対する利息をお支払します。

保
険
金
等

据
置
保
険
金
等

・・・・・

● 詳細につきましては、保険金等の支払方法の選択に関する特約条項をご覧ください。

保険金等の支払方法の選択に関する特約

保険金等を年金支払または据置支払するための特約

特 約 の
保　 障
内　 容
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'24.11.07　下版　B5－038

2－ご契約のしおり

■ 保険金等の支払方法の選択に関する特約はつぎのとおり付加することができます。

① 保険金等を年金支払または据置支払によりお支払する場合、保険契約者または保険
金の受取人からのお申し出により付加することができます。
② 当社所定の要件を満たした解約返戻金を年金支払または据置支払によりお支払する
場合、保険契約者からのお申し出により付加することができます（ご契約によって
は、お取扱できない場合があります）。

※保険金等のお支払後には、この特約は付加できません。

■ 年金支払または据置支払の対象となる金額はつぎのとおりです。

①保険金等の場合、保険金等の全部または一部
② 解約返戻金の場合、解約返戻金の全部または一部

年金額および据置利息は、将来実際に年金基金が設定されまたは据置が開始された時
における、当社所定の利率および計算方法により計算します。

B5-038_下版_CC21.indd   2B5-038_下版_CC21.indd   2 2024/11/07   10:232024/11/07   10:23



ご契約のしおり－3

B5－038　下版　'24.11.07

● 年金受取人が保険金等の支払方法の選択に関する特約を解約することができ
るのは、年金基金設定日以後年金開始日前に限ります。
　 また、据置保険金等の受取人は、保険金等の支払方法の選択に関する特約を
解約することはできません。
　 ただし、年金支払や据置支払にかえて、一時支払をご請求いただけます。
　 詳しくは、保険金等の支払方法の選択に関する特約条項の年金または据置保
険金等の一時支払の項目をご覧ください。
● 年金受取人が法人の場合、保証期間付夫婦連生終身年金および保証期間付終
身年金のお取扱はしません。
● 変額保険（有期型）の場合、年金基金に充当されまたは据え置かれた保険金
等については、年金基金設定日または据置日以後、特別勘定による運用はし
ません。
● 豪ドル建年金支払型積立保険（積立利率市場連動期間付）の場合、豪ドル建
での据置支払のお取扱はしません。
● 介護保障定期保険の場合、据置支払のお取扱はしません。
　 詳しくは、保険金等の支払方法の選択に関する特約条項「介護保障定期保険
に付加されている場合の特則」をご覧ください。
● その他、この特約のお取扱等詳しい内容につきましては、当社までお問い合
わせください。

ご注意

■ 保険金等の支払方法の選択に関する特約による年金、死亡一時金および据置保険金等の
お支払をご希望の場合、主契約の「ご契約のしおり・約款」をご覧いただき、すみやか
に当社へご通知のうえ、請̶̶̶̶̶求書類 をご提出ください。

請求書類 ＞＞＞ 主契約の約款　別表４参照ご参照

❶ 死亡一時金受取人が、故意に年金受取人＊1を死亡させたときはこの特約による死亡一時
金のお支払はできません。
❷ 配偶者が、故意に年金受取人を死亡させたときはこの特約による夫婦年金のお支払はで
きません。
　＊１　 保証期間付夫婦連生終身年金の場合は、年金受取人または配偶者
※ 重大事由による解除につきましては、主契約の取扱に準じます。

死亡一時金等をお支払できない場合
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4－ご契約のしおり

'24.11.07　下版　B5－038B5-038_下版_CC21.indd   4B5-038_下版_CC21.indd   4 2024/11/07   10:232024/11/07   10:23



 

 
約約款款－－11  

保保
険険
金金
等等
のの
支支
払払
方方
法法
のの
選選
択択
にに
関関
すす
るる
特特
約約
条条
項項 

特特  
  

約約  

保保険険金金等等のの支支払払方方法法のの選選択択にに関関すするる特特約約条条項項  目目次次  

 

ここのの特特約約のの趣趣旨旨  

第第１１条条  特約の締結 

第第２２条条  選択することができる支払方法 

第第３３条条  年金基金の設定または保険金等の据置 

第第４４条条  年金受取人または据置保険金等の受取人 

第第５５条条  年金証書および据置保険金等にかかる証

書 

第第６６条条  年金支払日 

第第７７条条  据置期間 

第第８８条条  年金の種類 

第第９９条条  据置の内容 

第第 1100 条条  年金の分割支払 

第第 1111 条条  年金または据置保険金等の一時支払 

第第 1122 条条  年金、死亡一時金および据置保険金等

の請求、支払の手続 

第第 1133 条条  法定相続人または死亡一時金受取人の

代表者 

第第 1144 条条  成年後見等の開始 

第第 1155 条条  特約の内容変更 

第第 1166 条条  特約の解約 

第第 1177 条条  特約の消滅 

第第 1177 条条のの２２  重大事由による解除 

第第 1188 条条  年金受取人および据置保険金等の受取

人に対する貸付 

第第 1199 条条  年齢の計算 

第第 2200 条条  年齢および性別の誤りの処理 

第第 2211 条条  契約者配当 

第第 2222 条条  管轄裁判所 

第第 2233 条条  主約款の規定の準用 

第第 2244 条条  積立利率変動型終身保険に付加された

場合の特則 

第第 2255 条条  低解約返戻金型積立利率変動型終身保

険に付加された場合の特則 

第第 2266 条条  米国ドル建終身保険に付加されている

場合の特則 

 

介介護護保保障障定定期期保保険険にに付付加加さされれてていいるる場場合合のの特特則則  

 

豪豪ドドルル建建年年金金支支払払型型積積立立保保険険（（積積立立利利率率市市場場連連動動

期期間間付付））にに付付加加さされれてていいるる場場合合のの特特則則  

 

変変額額保保険険（（有有期期型型））にに付付加加さされれてていいるる場場合合のの特特則則  

 

米米国国ドドルル建建初初期期死死亡亡抑抑制制ががんん定定期期保保険険にに付付加加さされれ

てていいるる場場合合のの特特則則  

 

情情報報端端末末をを用用いいてて書書類類のの提提出出にに代代ええるる場場合合のの特特則則

 

保保険険金金等等のの支支払払方方法法のの選選択択にに関関すするる特特約約条条項項  

 

ここのの特特約約のの趣趣旨旨  

この特約は、主たる保険契約の保険金等について、一時支払にかわる支払方法により支払うことにより、その受取

人の将来の生活安定をはかることを目的とするものです。 

 

第第１１条条（（特特約約のの締締結結））  

１ この特約は、保険金等の支払事由発生前は主たる保険契約（以下、「主契約」といいます。）の保険契約者（以下、

「保険契約者」といいます。）の申し出により主契約に付加して、保険金等の支払事由発生後はその受取人（以下、

「保険金等の受取人」といいます。）の申し出により会社との間に、締結します。ただし、保険金等の支払後は、

この特約の締結はしません。 

２ 同一の保険金等について受取人が２人以上あるときは、それぞれの受取人について別個にこの特約を締結する

ものとします。 

３ 第１項の規定により、この特約が付加された場合には、保険証券に表示します。 

 

第第２２条条（（選選択択すするるここととががででききるる支支払払方方法法））  

１ この特約の締結により選択することができる支払方法は、つぎの各号のいずれかとし、詳しくは、この特約条項

の規定に定めるところによるものとします。 

(1) 年金支払。ただし、つぎの種類に限ります。 

ア．保証期間付夫婦連生終身年金 

イ．保証期間付終身年金 

ウ．確定年金（年金支払期間指定型） 

エ．確定年金（年金額指定型） 

(2) 据置支払 

２ 前項に定める支払方法を選択するには、その支払方法について会社の定める方法により計算される年金額また

は据え置かれる保険金等の額が、会社所定の金額以上であることを要します。 

３ 第１項第１号ア．に定める支払方法を選択するには、第８条（年金の種類）第１項第１号に定める配偶者の同意

を得ることを要します。 
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特特  
  

約約  

第第３３条条（（年年金金基基金金のの設設定定ままたたはは保保険険金金等等のの据据置置））  

１ 保険金等の支払事由が発生したときは、保険契約者または保険金等の受取人の指定する保険金等の全部または

一部を年金基金に充当し、または据え置きます。ただし、保険料の自動振替貸付または契約者貸付があるときはそ

れらの元利金を、未払込保険料があるときはその金額を、保険金等から差し引きます。 

２ この特約において保険金等とは、つぎの各号のいずれかとします。ただし、第１号においてア．の保険金が支払

われない場合または第２号においてア．の解約返戻金が支払われない場合には、この特約の締結は効力を生じな

いものとします。 

(1) 受取人を同じくし、かつ同時に支払われるべきつぎの各金額の合計 

ア．主契約および主契約に付加された特約の保険金（ただし、この特約の締結によって据え置かれた保険金およ

びリビング・ニーズ特約の保険金を含まないものとします。） 

イ．主契約に付加された特約の給付金 

ウ．主契約または主契約に付加された特約の前納保険料の清算金 

エ．その他、前ア．の保険金の支払時に会社が支払う金額 

(2) 受取人を同じくし、かつ同時に支払われるべきつぎの各金額の合計 

ア．主契約の普通保険約款（以下、「主約款」といいます。）または特約条項の固有の解約または減額の規定によ

り行われた主契約または主契約に付加されている特約の解約または減額による解約返戻金。ただし、それぞれ

つぎの日に行われる解約または減額による解約返戻金に限るものとします。 

① 主契約については、主契約の契約日からその日を含めて５年経過後（主契約の契約日からその日を含めて

５年よりも保険料払込期間が短い場合には、保険料払込期間経過後）に到来する主契約の契約応当日 

② 主契約に付加されている特約については、その特約の保険期間の始期の属する日からその日を含めて５年

経過後（その特約の保険期間の始期の属する日からその日を含めて５年よりもその特約の保険料払込期間が

短い場合には、その特約の保険料払込期間経過後）に到来する主契約の契約応当日 

イ．前ア．に伴うまたは前ア．と同時に行われた、主契約に付加されている特約の解約、減額または消滅による

解約返戻金 

ウ．主契約または主契約に付加されている特約の前納保険料の清算金 

エ．その他前ア．の解約返戻金の支払時に会社が支払う金額 

オ．会社の定める範囲内で保険契約者が払い込む金額 

３ 前項の規定にかかわらず、月払契約、年払契約または半年払契約である養老保険および米国ドル建年金支払型

特殊養老保険の最終の保険料が払い込まれた後に、固有の解約または減額の規定により行われた解約または減額

による解約返戻金は、据置支払については、前項第２号ア．に定める金額に当たりません。 

 

第第４４条条（（年年金金受受取取人人ままたたはは据据置置保保険険金金等等のの受受取取人人））  

１ この特約の年金受取人は、つぎの各号に定めるところによります。ただし、年金受取人が法人の場合には第８条

（年金の種類）第１項第１号に定める保証期間付夫婦連生終身年金および同条同項第２号に定める保証期間付終

身年金の取扱をしません。 

(1) 前条第２項第１号に定める保険金等の全部または一部を年金基金に充当した場合 

････････年金開始日において会社の定めた範囲内の年齢である年金基金に充当された保険金等の受取人とし

ます。 

(2) 前条第２項第２号に定める保険金等の全部または一部を年金基金に充当した場合 

････････年金開始日において会社の定めた範囲内の年齢である主契約の保険契約者とします。 

２ この特約の締結によって据え置かれる保険金等（以下、「据置保険金等」といいます。）の受取人（以下、「据置

保険金等の受取人」といいます。）は、その保険金等の受取人とします。 

３ この特約の年金受取人および据置保険金等の受取人を前２項に定める者以外の者に変更することはできません。 

 

第第５５条条（（年年金金証証書書おおよよびび据据置置保保険険金金等等ににかかかかるる証証書書））  

１ 第３条（年金基金の設定または保険金等の据置）の規定により年金基金が設定されたときは、会社は年金証書を

年金受取人に交付します。 

２ 第３条（年金基金の設定または保険金等の据置）の規定により保険金等が据え置かれたときは、会社は据置保険

金等にかかる支払期間その他必要事項を記載した証書を据置保険金等の受取人に交付します。 

 

第第６６条条（（年年金金支支払払日日））  

１ 第３条（年金基金の設定または保険金等の据置）第２項第１号に定める保険金等の全部または一部を年金基金

に充当した場合には、年金受取人は、この特約の締結の際または年金基金設定の際、会社の定める期間内において

第１回の年金支払日（以下、「年金開始日」といいます。）を任意に定めることができます。 

２ 第３条（年金基金の設定または保険金等の据置）第２項第２号に定める保険金等の全部または一部を年金基金

に充当した場合には、年金開始日は、第３条（年金基金の設定または保険金等の据置）第２項第２号ア．に定める

解約または減額の日とします。 

３ 第２回以後の年金支払日は、年金開始日後の年単位の応当日とします。 

 

第第７７条条（（据据置置期期間間））  

据置保険金等を据え置く期間（以下、「据置期間」といいます。）は、10 年または保険金等の支払事由の発生日

における主契約の保険期間のいずれか短い期間とします。 
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第第８８条条（（年年金金のの種種類類））  

１ 年金の種類はつぎの各号のいずれかとし、この特約の締結の際、保険金等の支払事由発生前は保険契約者の、保

険金等の支払事由発生後は年金受取人の申し出によって定めます。 

(1) 保証期間付夫婦連生終身年金 

あらかじめ定めた一定期間（以下、「保証期間」といいます。）中、およびその期間経過後において年金受取人

の生存期間中、一定の年金（以下、「夫婦年金」といいます。）を支払います。年金受取人の死亡後は、夫婦年金

の支払事由に定める配偶者の生存期間中、夫婦年金を支払います。 

名

称 
支払事由 支払額 受取人 免責事由 

夫

婦

年

金 

年金受取人または年金基金設

定日に年金受取人と同一の戸

籍にその配偶者として記載さ

れていた者（以下、「配偶者」

といいます。）が年金支払日に

生存しているとき 

年金額 

年金受取人または

年金受取人が死亡

したときは配偶者 

配偶者の故意による年金受

取人の致死 

死

亡

一

時

金 

年金受取人が年金基金設定日

以後年金開始日前に死亡した

とき 

年金受取人の死亡

時における年金基

金の価額 

死亡一時金受取人 

死亡一時金受取人の故意に

よる年金受取人の致死 

年金受取人および配偶者のい

ずれもが年金開始日以後保証

期間中の最後の年金支払日前

に死亡したとき 

保証期間の残存期

間に対する未払の

年金額の現価 

死亡一時金受取人の故意に

よる年金受取人または配偶

者の致死 

(2) 保証期間付終身年金 

保証期間中、およびその期間経過後において年金受取人が生存するときは、引き続きその生存期間中、一定

の年金を支払います。 

名

称 
支払事由 支払額 受取人 免責事由 

年

金 

年金受取人が年金支払日に生存し

ているとき 
年金額 年金受取人 —— 

死

亡

一

時

金 

年金受取人が年金基金設定日以後

年金開始日前に死亡したとき 

年金受取人の死亡時における

年金基金の価額 
死亡一時金受

取人 

死 亡 一 時 金 受

取 人 の 故 意 に

よ る 年 金 受 取

人の致死 

年金受取人が年金開始日以後保証

期間中の最後の年金支払日前に死

亡したとき 

保証期間の残存期間に対する

未払の年金額の現価 

(3) 確定年金 

保険契約者または年金受取人の指定するつぎのいずれかの型により、一定の年金を支払います。 

ア．確定年金（年金支払期間指定型） 

指定された年金支払期間中、その年金支払期間に従い定まる一定額の年金を、支払います。 

名

称 
支払事由 支払額 受取人 免責事由 

年

金 

指定された年金支払期間中におい

て、年金受取人が年金支払日に生存

しているとき 

年金額 年金受取人 —— 

死

亡

一

時

金 

年金受取人が年金基金設定日以後年

金開始日前に死亡したとき 

年金受取人の死亡時におけ

る年金基金の価額 
死亡一時金受

取人 

死亡一時金受取

人の故意による

年金受取人の致

死 

年金受取人が年金開始日以後かつ指

定された年金支払期間中の最後の年

金支払日前に死亡したとき 

指定された年金支払期間の

残存期間に対する未払の年

金額の現価 

イ．確定年金（年金額指定型） 

指定された年金額を、その年金額に従い定まる年金支払期間中、支払います。 

名

称 
支払事由 支払額 受取人 免責事由 

年

金 

指定された年金額に従い定まる年

金支払期間中において、年金受取人

が年金支払日に生存しているとき 

指定された年金額 年金受取人 —— 

死

亡

一

時

金 

年金受取人が年金基金設定日以後

年金開始日前に死亡したとき 

年金受取人の死亡時におけ

る年金基金の価額 

死亡一時金受

取人 

死 亡 一 時 金 受

取 人 の 故 意 に

よ る 年 金 受 取

人の致死 

年金受取人が年金開始日以後かつ

指定された年金額に従い定まる年

金支払期間中の最後の年金支払日

前に死亡したとき 

指定された年金額に従い定

まる年金支払期間の残存期

間に対する未払の年金額の

現価 

２ 年金額は、年金基金設定時における会社所定の利率および計算方法により計算します。 
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３ 第１項における死亡一時金受取人とは、年金基金設定の際、年金受取人の指定した者とし、年金受取人は、死亡

一時金の支払事由が発生するまでは、会社に対する通知により、死亡一時金受取人を変更することができます。 

４ 前項の通知が会社に到達する前に変更前の死亡一時金受取人に死亡一時金を支払ったときは、その支払後に変

更後の死亡一時金受取人から死亡一時金の請求を受けても、会社はこれを支払いません。 

５ 第３項に定めるほか、年金受取人は、死亡一時金の支払事由が発生するまでは、法律上有効な遺言により、死亡

一時金受取人を変更することができます。 

６ 前項による死亡一時金受取人の変更は、年金受取人が死亡した後、年金受取人の相続人が会社に通知しなけれ

ば、これを会社に対抗することができません。 

７ 第３項および前項の通知をするときは、請求書類（別表４）を会社に提出してください。 

８ 年金の種類が保証期間付夫婦連生終身年金の場合、第３項および第５項の死亡一時金受取人の変更は、配偶者

の同意がなければ、その効力を生じません。 

９ 第３項または第５項の規定により死亡一時金受取人を変更したときは、保険証券または年金証書に表示します。 

10 死亡一時金受取人が死亡一時金の支払事由の発生以前に死亡したときは、その法定相続人を死亡一時金受取人

とします。 

11 前項の規定により死亡一時金受取人となった者が死亡した場合に、この者に法定相続人がいないときは、前項

の規定により死亡一時金受取人となった者のうち生存している他の死亡一時金受取人を死亡一時金受取人としま

す。 

12 前２項により死亡一時金受取人となった者が２人以上いる場合、その受取割合は均等とします。 

13 年金基金設定日以後、保証期間付夫婦連生終身年金において配偶者が戸籍上の異動により第１項の規定に該当

しなくなったときは、つぎのとおりとします。 

(1) 年金受取人は、請求書類（別表４）を会社に提出してください。 

(2) 会社は、年金の種類をつぎに定める年金に改めるとともに年金額を会社の定める方法により改めます。 

ア．年金基金設定日以後保証期間中の最後の年金支払日前 

保証期間付夫婦連生終身年金の保証期間と保証期間満了日を同一とする保証期間付終身年金 

イ．保証期間経過後 

終身年金 

14 年金基金設定日以後、保証期間付夫婦連生終身年金において配偶者が年金支払開始日前に死亡したときは、つ

ぎのとおりとします。 

(1) 年金受取人は、請求書類（別表４）を会社に提出してください。 

(2) 会社は、年金の種類を保証期間付夫婦連生終身年金の保証期間と保証期間満了日を同一とする保証期間付終

身年金に改めるとともに年金額を会社の定める方法により改めます。 

15 第１項において、保証期間中に免責事由に該当して夫婦年金を支払わない場合には、保証期間の残存期間に対

する未払の年金額の現価を一時金として年金受取人の死亡時の法定相続人に支払います。この場合、この特約は

年金受取人が死亡した時にさかのぼって消滅します。 

16 前項の場合、年金受取人の死亡時の法定相続人については、第 10 項から第 12 項までの死亡一時金受取人に

関する規定を準用します。 

 

第第９９条条（（据据置置のの内内容容））  

１ 第３条（年金基金の設定または保険金等の据置）第１項の規定により保険金等を据え置いた場合には、据置期

間、保険金等を会社に据え置き、据置期間満了の際、元金と据置期間に対応する利息を支払います。 

２ 前項の規定による据置支払については、据置開始時における会社所定の利率および計算方法により、計算しま

す。 

３ 会社は、主務官庁に届け出て、前項に定める利率を将来に向かって変更することがあります。ただし、本項の規

定により前項に定める利率を変更する場合には、会社はその旨を、前項に定める利率の変更日の１か月前までに

据置保険金等の受取人に通知します。 

４ 据置期間中に、据置保険金等の受取人が死亡したときは、第２項に定める利率および計算方法による据置保険

金等の受取人の死亡時の据置保険金等を、据置保険金等の受取人の死亡時の法定相続人に支払います。 

５ 前項の場合、据置保険金等の受取人の死亡時の法定相続人については、前条第 10 項から第 12 項までの死亡

一時金受取人に関する規定を準用します。 

 

第第 1100 条条（（年年金金のの分分割割支支払払））  

１ 年金受取人から請求があったときは、会社の定める回数および方法により、１年分の年金額を等分して支払い

ます。この場合、会社所定の利率および計算方法で計算した利息を付加して支払います。ただし、１回の支払金額

が会社所定の金額に達しないときは、年金の分割支払の取扱をしません。 

２ 前項の場合、保証期間付夫婦連生終身年金において年金受取人が死亡しかつ配偶者がすでに死亡していた場合、

または配偶者が死亡しかつ年金受取人がすでに死亡していた場合で、その死亡日の属する年度の年金に未支払分

があるときは、これを一括してそれぞれの法定相続人に支払います。 

３ 第１項の場合、保証期間付終身年金および確定年金において年金受取人が死亡した場合で、その死亡日の属す

る年度の年金に未支払分があるときは、これを一括してその年金受取人の死亡時の法定相続人に支払います。 

４ 第２項の年金受取人および配偶者の死亡時の法定相続人ならびに第３項の年金受取人の死亡時の法定相続人に

ついては、第８条（年金の種類）第 10 項から第 12 項までの死亡一時金受取人に関する規定を準用します。 
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第第 1111 条条（（年年金金ままたたはは据据置置保保険険金金等等のの一一時時支支払払））  

１ 年金受取人は保証期間中または確定年金の年金支払期間中の年金の支払にかえて、保証期間または確定年金の

年金支払期間の残存期間に対する未払の年金額の現価を一時金として支払を請求することができます。 

２ 前項の規定により会社が一時金を支払った場合でも保証期間後の終身年金（夫婦年金を含みます。）はそのまま

存続します。この場合、年金証書に表示します。 

３ 第１項の規定により確定年金において会社が一時金を支払った場合には、この特約は消滅します。 

４ 据置保険金等の受取人は、あらかじめ保険契約者から反対の申し出がない限り、据置支払を取りやめてその時

の据置保険金等の一部または全部を一時金として請求することができます。 

５ 前項の規定により会社が据置保険金等の全部を一時金として支払った場合には、この特約は消滅します。 

 

第第 1122 条条（（年年金金、、死死亡亡一一時時金金おおよよびび据据置置保保険険金金等等のの請請求求、、支支払払のの手手続続））  

年金、死亡一時金および据置保険金等の請求、支払時期および支払場所については、主契約の普通保険約款（以

下、「主約款」といいます。）の保険金の請求、支払の手続に関する規定を準用します。 

 

第第 1133 条条（（法法定定相相続続人人ままたたはは死死亡亡一一時時金金受受取取人人のの代代表表者者））  

１ 法定相続人または死亡一時金受取人が２人以上あるときは、代表者を１人定めてください。この場合、その代表

者は他の法定相続人または死亡一時金受取人を代理するものとします。 

２ 前項の代表者が定まらないか、またはその所在が不明のときは、会社が法定相続人または死亡一時金受取人の

１人に対してした行為は、他の法定相続人または死亡一時金受取人に対しても効力を生じます。 

 

第第 1144 条条（（成成年年後後見見等等のの開開始始））  

１ 年金受取人、死亡一時金受取人または据置保険金等の受取人（以下、本項においてこれらを総称して「年金受取

人等」といいます。）について、家庭裁判所の審判により、補助、保佐もしくは後見が開始された場合または任意

後見監督人が選任された場合には、年金受取人等または成年後見人等もしくは任意後見人は、成年後見人等また

は任意後見人の氏名その他必要な事項を、すみやかに会社に通知してください。すでに補助、保佐もしくは後見が

開始されている場合または任意後見監督人が選任されている場合も、同じとします。 

２ 前項の規定により通知されるべき事項に変更が生じた場合については、前項の規定を準用します。 

 

第第 1155 条条（（特特約約のの内内容容変変更更））  

この特約の内容変更については、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) 保険契約者は、保険金等の支払事由発生前であれば、会社所定の取扱範囲内で、年金の種類その他年金支払の

内容を変更することができます。 

(2) 年金受取人は、年金基金設定日以後年金開始日前であれば、会社所定の取扱範囲内で、年金の種類その他年金

支払の内容を変更することができます。 

 

第第 1166 条条（（特特約約のの解解約約））  

１ この特約の解約については、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) 保険契約者は、保険金等の支払事由発生前であれば、将来に向かってこの特約を解約することができます。 

(2) 年金受取人は、年金基金設定日以後年金開始日前であれば、将来に向かってこの特約を解約することができ

ます。 

２ 年金受取人が年金開始日前にこの特約を解約したときは、会社は解約時における年金基金の価額を年金受取人

に支払います。 

 

第第 1177 条条（（特特約約のの消消滅滅））  

１ 主契約が保険金等の支払以外の事由によって消滅したときは、この特約は消滅します。 

２ 第８条（年金の種類）の規定により死亡一時金が支払われたときまたは第９条（据置の内容）第４項の規定によ

り据置保険金等が支払われたときは、この特約は消滅します。 

 

第第 1177 条条のの２２（（重重大大事事由由にによよるる解解除除））  

１ この特約の重大事由による解除については、主約款の重大事由による解除に関する規定を準用します。 

２ 年金基金設定日以後の前項の規定によるこの特約の解除に際しては、会社は、この特約の解約または年金の一

時支払の請求を受けたものとして計算した金額を年金の受取人に支払います。 

 

第第 1188 条条（（年年金金受受取取人人おおよよびび据据置置保保険険金金等等のの受受取取人人にに対対すするる貸貸付付））  

年金受取人および据置保険金等の受取人に対する貸付は取り扱いません。 

 

第第 1199 条条（（年年齢齢のの計計算算））  

年金受取人および配偶者の年齢は、満年で計算し、１年未満の端数は切り捨てます。 

 

第第 2200 条条（（年年齢齢おおよよびび性性別別のの誤誤りりのの処処理理））  

年金受取人および配偶者の年齢および性別に誤りがあった場合には、主約款の契約年齢の誤りの処理の規定を

準用します。 

 

約款B5-038　最終修正日2024年10月18日 データ出力日：2024年11月07日

B5-038_約款001-007_下版_CC21.indd   5B5-038_約款001-007_下版_CC21.indd   5 2024/11/07   10:332024/11/07   10:33



 

 
66－－約約款款  

保保
険険
金金
等等
のの
支支
払払
方方
法法
のの
選選
択択
にに
関関
すす
るる
特特
約約
条条
項項 

特特  
  

約約  

第第 2211 条条（（契契約約者者配配当当））  

この特約に対しては、契約者配当はありません。 

 

第第 2222 条条（（管管轄轄裁裁判判所所））  

この特約における年金、死亡一時金または据置保険金等の請求に関する訴訟については、主約款の管轄裁判所

の規定を準用します。 

 

第第 2233 条条（（主主約約款款のの規規定定のの準準用用））  

この特約条項に別段の定めのない場合には、主約款の規定を準用します。 

 

第第 2244 条条（（積積立立利利率率変変動動型型終終身身保保険険にに付付加加さされれたた場場合合のの特特則則））  

この特約が積立利率変動型終身保険に付加された場合には、年金基金に充当されまたは据え置かれた保険金等

については、年金基金設定日または据置日以後、積立金に付利する利率を定期的に更改する仕組みは適用しない

ものとします。この場合には、会社所定の利率を適用します。 

 

第第 2255 条条（（低低解解約約返返戻戻金金型型積積立立利利率率変変動動型型終終身身保保険険にに付付加加さされれたた場場合合のの特特則則））  

この特約が低解約返戻金型積立利率変動型終身保険に付加された場合には、つぎの各号のとおり取り扱います。 

(1) 年金基金に充当されまたは据え置かれた保険金等については、年金基金設定日または据置日以後、積立金に

付利する利率を定期的に更改する仕組みは適用しないものとします。この場合には、会社所定の利率を適用し

ます。 

(2) 第３条（年金基金の設定または保険金等の据置）第２項第１号ア．をつぎのとおり読み替えます。 

「ア．主契約および主契約に付加された特約の保険金（ただし、この特約の締結によって据え置かれた保険金

およびリビング・ニーズ特約の保険金を含まないものとします。また、主契約に生存給付金特則が付加さ

れている場合、生存給付金を含むものとします。）」 

 

第第 2266 条条（（米米国国ドドルル建建終終身身保保険険にに付付加加さされれてていいるる場場合合のの特特則則））  

この特約が米国ドル建終身保険に付加されている場合には、第３条（年金基金の設定または保険金等の据置）

第２項第１号ア．をつぎのとおり読み替えます。 

「ア．主契約および主契約に付加された特約の保険金（主契約の生存給付金を含みます。ただし、この特約の締

結または主契約の普通保険約款によって据え置かれた保険金または生存給付金およびリビング・ニーズ特約

の保険金を含まないものとします。）」 

 

介介護護保保障障定定期期保保険険にに付付加加さされれてていいるる場場合合のの特特則則  

この特約が介護保障定期保険に付加されている場合には、第２条（選択することができる支払方法）第１項の

規定にかかわらず、選択することができる支払方法は、第２条（選択することができる支払方法）第１項第１号に

定める年金支払のみとします。 

 

豪豪ドドルル建建年年金金支支払払型型積積立立保保険険（（積積立立利利率率市市場場連連動動期期間間付付））にに付付加加さされれてていいるる場場合合のの特特則則  

この特約が豪ドル建年金支払型積立保険（積立利率市場連動期間付）に付加されている場合には、つぎの各号

のとおり取り扱います。 

(1) 年金基金に充当されまたは据え置かれた保険金等については、年金基金設定日または据置日以後、第２保険

期間において積立金に付利する積立利率を定期的に更改する仕組みは適用しないものとします。この場合には、

会社所定の利率を適用します。 

(2) 第３条（年金基金の設定または保険金等の据置）第２項第２号ア．をつぎのとおり読み替えます。 

「ア．主契約の普通保険約款（以下、「主約款」といいます。）または特約条項の固有の解約または減額の規定

により行われた主契約または主契約に付加されている特約の解約または減額による解約返戻金（主約款に

規定する年金開始日の前日における積立金の一時支払による積立金を含みます。以下同じとします。）。た

だし、それぞれつぎの日に行われる解約または減額による解約返戻金に限るものとします。 

① 主契約については、主契約の契約日からその日を含めて５年経過後（主契約の契約日からその日を含

めて５年よりも保険料払込期間が短い場合には、保険料払込期間経過後）に到来する主契約の契約応当

日 

② 主契約に付加されている特約については、その特約の保険期間の始期の属する日からその日を含めて

５年経過後（その特約の保険期間の始期の属する日からその日を含めて５年よりもその特約の保険料払

込期間が短い場合には、その特約の保険料払込期間経過後）に到来する主契約の契約応当日」 

(3) 第３条（年金基金の設定または保険金等の据置）第３項をつぎのとおり読み替えます。 

「３ 前項の規定にかかわらず、月払契約、年払契約または半年払契約である豪ドル建年金支払型積立保険（積

立利率市場連動期間付）の最終の保険料が払い込まれた後に、第１保険期間中に固有の解約または減額の

規定により行われた解約または減額による解約返戻金は、据置支払については、前項第２号ア.に定める金

額に当たりません。」 

 

変変額額保保険険（（有有期期型型））にに付付加加さされれてていいるる場場合合のの特特則則  

この特約が変額保険（有期型）に付加されている場合には、年金基金に充当されまたは据え置かれた保険金等

については、年金基金設定日または据置日以後、特別勘定による運用はしません。 
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米米国国ドドルル建建初初期期死死亡亡抑抑制制ががんん定定期期保保険険にに付付加加さされれてていいるる場場合合のの特特則則  

この特約が米国ドル建初期死亡抑制がん定期保険に付加されている場合には、第３条（年金基金の設定または

保険金等の据置）第２項第１号ア．をつぎのとおり読み替えます。 

「ア．主契約および主契約に付加された特約の保険金（主契約の死亡給付金を含みます。ただし、この特約の

締結によって据え置かれた保険金または死亡給付金およびリビング・ニーズ特約の保険金を含まないもの

とします。）」 

 

情情報報端端末末をを用用いいてて書書類類のの提提出出にに代代ええるる場場合合のの特特則則  

会社は、特約条項に規定する会社に対する請求手続に関し、書面に代えて会社の定める情報端末に表示された

画面に必要な事項を入力し送信する方法により提出することを認めることがあります。 
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ご契約のしおり・約款

2025年2月版

保険金等の支払方法の選択に関する特約
（無 配 当）

「ご契約のしおり・約款」は、ご契約に関する大切なこ
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は、実際にお取扱を行う時点での当社所定の範囲内とな
ります。
詳細につきましては、当社までお問い合わせください。
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通話料無料
ミ　ナ ジ ブ ロック
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通話料無料
ナンバー ジ ブ ロック募集代理店を通じて

ご加入されたお客さま 0120-78-2269 

0120-37-2269 

引受保険会社 お問い合わせ先（担当者）
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